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主 な も く じ
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第17山武市社会福祉大会
ボランティア活動紹介
地域だより
生活支援体制整備事業
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山武市社協SDGs
事業所活動紹介
こころ・きらきらゴールドクラブ便り
インフォメーション

山武市社会福祉協議会 

「第17回  山武市社会福祉大会」「第17回  山武市社会福祉大会」

詳しくはP.２～ P.４上段をご覧ください詳しくはP.２～ P.４上段をご覧ください

～福祉アワード2022地域のヒーローにありがとう～～福祉アワード2022地域のヒーローにありがとう～



　

11
月
16
日
に
成
東
文
化
会
館
を
会
場
に
、

第
17
回
山
武
市
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
集
い
、社
会

福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰

を
は
じ
め
、「
み
ん
な
で
助
け
合
い
、地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー

マ
に
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
作
文
・
標
語
・

ポ
ス
タ
ー
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、成
東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
活

動
発
表
や
こ
だ
ま
お
話
会
に
よ
る
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
、山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
動
画

に
よ
る
大
喜
利
で
は
、会
場
は
終
始
笑
い
の

渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、日
頃
か
ら
地
域
活
動
に
携
わ
っ

て
い
る
皆
様
に
感
謝
を
込
め
お
た
の
し
み
抽

選
会
を
行
い
、大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　

表
彰
・
受
賞
さ
れ
た
方
々
及
び
作
品
等
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

○
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
者

《
地
区
福
祉
推
進
員
功
労
者
》

荒
澤　

陽
子（
大
富
地
区
）

大
髙　

祐
子（
大
富
地
区
）

八
角　

克
典（
大
富
地
区
）

土
屋　

祐
英（
緑
海
地
区
）

今
井　

勝
見（
緑
海
地
区
）

齋
藤　

浩
美（
緑
海
地
区
）

木
津
川
洋
一（
緑
海
地
区
）

越
川　

督
子（
山
武
北
地
区
）

《
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
役
職
員
功
労
者
》

岩
渕
恵
美
子（
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
）

髙
𣘺　

幸
子（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
青
松
苑
職
員
）

今
関　

良
子（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
青
松
苑
職
員
）

酒
井　

隆
一（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
青
松
苑
職
員
）

○
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
贈
呈
者

《
寄
付
者
》

東
條　

良
昌（
成
東
地
域
）

市
原
佳
代
子（
山
武
地
域
）

《
協
力
会
員
退
会
者
》

井
之
輪
文
夫（
山
武
地
域
）

古
川　
　

孝（
山
武
地
域
）

佐
瀬　

慶
子（
松
尾
地
域
）

《
地
区
福
祉
推
進
員
》

川
口　

和
義（
鳴
浜
地
区
）

加
藤　

清
子（
日
向
西
地
区
）

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
個
人
》

マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
は
て
な
？（
山
武
地
域
）

池
田
三
恵
子（
山
武
地
域
）

宮
野
実
津
子（
山
武
地
域
）

小
髙
公
美
世（
蓮
沼
地
域
）

岩
渕
恵
美
子（
松
尾
地
域
）

　《
会
員（
会
費
）加
入
優
良
区
・
自
治
会
》

姫
島
区　
　
　
（
成
東
地
域
）

昭
和
区　
　
　
（
成
東
地
域
）

殿
台
区　
　
　
（
成
東
地
域
）

野
堀
区　
　
　
（
成
東
地
域
）

富
田
西
区　
　
（
成
東
地
域
）

富
田
東
区　
　
（
成
東
地
域
）

第第
1717
回回

山
武
市
社
会
福
祉
大
会

山
武
市
社
会
福
祉
大
会

〜
福
祉
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
２

〜
福
祉
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
２

　

地
域
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
あ
り
が
と
う
〜

　

地
域
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
あ
り
が
と
う
〜

2社協会報

　
　
　
　
　
　
　
年
頭
の
ご
挨
拶

山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

小
川 

憲
治

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
５
年
の
輝

か
し
い
新
春
を
穏
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
日
頃
か
ら
本
会
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
福
祉
関
係
者
等
の
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
健
康
福
祉
ま
つ
り
を
除
き
、
す
べ
て
の
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
は
、
マ
ス
ク
の
必
要
と

し
な
い
年
に
と
願
っ
て
お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
第
８
波
の
情
報
も

聞
き
ま
す
の
で
こ
れ
ら
に
対
し
十
分
考
慮
し
な
が
ら
対
応
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
本
会
の
発
展
・
強
化
計
画
に
基
づ
き「
つ
な
が
り

づ
く
り
街
づ
く
り
あ
な
た
に
よ
り
添
う
社
会
福
祉
協
議
会
」を
合
言

葉
と
し
て
、
と
も
に
生
き
る
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
今
年
も
健
や
か
で
よ
り
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



❖❖  

作
文
の
部

作
文
の
部  

◆
最
優
秀
賞

　
気
持
ち
に
行
動
を

　
　

成
東
中
学
校
３
年

　
　
　
　

土
屋　

柚
稀

　

私
は
だ
れ
か
の
笑
顔
を
見
ら
れ
る
と
幸
せ

な
気
持
ち
に
な
る
。地
域
の
お
年
寄
り
の
方
に

あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、お
礼
を
言
わ
れ
た
り
す

る
と
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
る
。し
か
し
、私

は
知
ら
な
い
人
に
話
し
か
け
る
こ
と
が
苦
手

だ
。だ
か
ら
考
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

　

私
は
修
学
旅
行
で
電
車
に
乗
っ
た
。思
っ
て

い
た
よ
り
も
す
い
て
い
て
、み
ん
な
座
れ
て
い

た
。駅
に
止
ま
る
た
び
、人
が
少
し
増
え
て
き

た
の
を
感
じ
た
。乗
っ
て
き
た
ほ
と
ん
ど
の
人

が
お
年
寄
り
の
方
た
ち
だ
っ
た
。席
は
あ
ま
り

あ
い
て
お
ら
ず
、ゆ
ず
ろ
う
か
迷
っ
た
。誰
か

が
、そ
の
言
葉
を
言
う
の
を
私
は
待
っ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。不
意
に
横
を
見
る
と
、同

じ
学
校
の
友
達
が
席
を
ゆ
ず
っ
て
い
る
の
が

分
か
っ
た
。「
す
ご
い
」と
い
う
感
心
の
思
い
と

同
時
に
少
し
は
ず
か
し
い
よ
う
な
気
持
ち
に

も
な
っ
た
。

ど
う
に
か
し
よ
う
と
思
い
、席
を
立
っ
て
み
た
。

け
れ
ど
も
罪
悪
感
が
残
っ
た
。

　

後
日
、ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
た
ら
、

「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

知
っ
た
。こ
れ
は
外
見
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
け

れ
ど
、援
助
や
配
慮
を
必
要
と
す
る
こ
と
を

知
ら
せ
る
も
の
だ
。例
え
ば
、こ
の
マ
ー
ク
を

つ
け
て
い
る
方
が
い
て「
席
を
ゆ
ず
っ
て
ほ

し
い
」と
声
を
か
け
ら
れ
て
も
意
味
が
分
か

れ
ば「
な
ん
で
？
」と
い
う
気
持
ち
に
は
な
ら

な
い
と
思
う
。し
か
し
、ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
つ

け
て
い
て
も
声
を
か
け
る
こ
と
が
難
し
い
方

も
い
る
だ
ろ
う
。そ
の
よ
う
な
と
き
は
、周
り

の
人
が
気
づ
く
べ
き
だ
と
思
う
。ま
だ「
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
」を
知
る
人
が
少
な
い
こ
と
、理
解

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
あ
る
。「
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
」に
つ
い
て
多
く
の
人
が
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、援
助
を
必
要
と
す
る
方
や
配

慮
し
て
ほ
し
い
方
が
さ
ら
に
す
ご
し
や
す
く

な
る
と
思
う
。

　
「
福
祉
」と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
だ
ろ

う
か
。私
が
知
っ
て
い
た
の
は「
ふ
だ
ん
の
く

ら
し
を
し
あ
わ
せ
に
す
る
」と
い
う「
ふ
く
し
」

の
頭
文
字
か
ら
と
っ
た
意
味
だ
。調
べ
て
み
る

と
思
っ
た
よ
り
多
く
の
意
味
が
あ
っ
た
。例
え

ば
、「
よ
り
良
く
生
き
る
こ
と
」「
幸
せ
」「
だ
れ

か
の
こ
と
を
考
え
行
動
す
る
こ
と
」な
ど
だ
。

多
く
の
意
味
が
あ
り
、よ
く
耳
に
す
る
よ
う
な

「
地
域
ぐ
る
み
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

作
文
・
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
」入
賞
者

言
葉
だ
か
ら
、い
ろ
い
ろ
な
種
類
の「
福
祉
」が

身
近
に
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　

私
に
も
で
き
る「
福
祉
活
動
」に
は
ど
ん
な

こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。ま
ず
自
分
の
経
験

を
生
か
し
、お
年
寄
り
の
方
々
に
席
を
ゆ
ず
る

こ
と
、声
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

次
に「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」を
知
っ
て
、「
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
」を
つ
け
て
い
る
方
が
い
た
ら
電
車
や

バ
ス
で
は
席
を
ゆ
ず
っ
た
り
、困
っ
て
い
た
ら

声
を
か
け
た
り
し
た
い
。ま
た
、普
段
か
ら
学

校
で
も
行
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ
を
回
収
す
る
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
や
募
金

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
福
祉
活
動
の

ひ
と
つ
。何
気
な
く
し
て
い
た
こ
と
も
福
祉
活

動
に
な
っ
て
い
て
う
れ
し
い
。私
は
誰
か
を
笑

顔
に
し
た
い
。だ
か
ら
今
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
、気
付
く
だ
け
で
な
く
行
動
に
う
つ
せ
る
自

分
で
あ
り
た
い
。

　
検
索「
社
会
福
祉
」

　
　
睦
岡
小
学
校
６
年

　
　
　
　

町
田　

晶
菜

　

社
会
福
祉
―
―
。

　

よ
く
聞
く
け
れ
ど
、詳
し
く
は
分
か
ら
な
い

言
葉
。高
齢
者
や
妊
婦
の
方
、身
体
の
不
自
由

な
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
？
私
は
い

つ
も
の
よ
う
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
を

し
て
み
た
。

　

は
じ
め
に「
福
祉
」で
検
索
し
て
み
た
。す

る
と
、「
幸
せ
」や「
豊
か
さ
」を
意
味
す
る
言
葉

で
、広
い
意
味
で「
公
共
の
福
祉
」と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。一
方
、「
社
会
福
祉
」で
検
索
し
て
み

る
と
、「
未
成
年
者
、高
齢
者
や
障
が
い
者
で
生

活
上
何
ら
か
の
支
援
や
介
助
を
必
要
と
す
る

人
。」「
経
済
的
困
窮
者
な
ど
に
対
し
、生
活
の

柴
原
区　
　
　
（
成
東
地
域
）

五
木
田
１
区　
（
成
東
地
域
）

小
泉
区　
　
　
（
成
東
地
域
）

富
口
十
一
区　
（
成
東
地
域
）

白
幡
区　
　
　
（
成
東
地
域
）

木
戸
岡
区　
　
（
成
東
地
域
）

小
松
浜
区　
　
（
成
東
地
域
）

宿
関
区　
　
　
（
成
東
地
域
）

六
区　
　
　
　
（
成
東
地
域
）

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
姫
島
自
治
会（
成
東
地
域
）

南
外
野
区　
　
（
山
武
地
域
）

東
戸
田
下
区　
（
山
武
地
域
）

南
麻
生
区　
　
（
山
武
地
域
）

東
板
中
区　
　
（
山
武
地
域
）

西
板
中
区　
　
（
山
武
地
域
）

実
門
区　
　
　
（
山
武
地
域
）

蔵
持
区　
　
　
（
山
武
地
域
）

古
宿
区　
　
　
（
山
武
地
域
）

細
田
区　
　
　
（
山
武
地
域
）

日
向
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
区（
山
武
地
域
）

岩
ノ
谷
区　
　
（
山
武
地
域
）

古
谷
1
区　
　
（
山
武
地
域
）

大
椎
崎
区　
　
（
山
武
地
域
）

弓
手
区　
　
　
（
山
武
地
域
）

宿
区　
　
　
　
（
山
武
地
域
）

宿
下
区　
　
　
（
山
武
地
域
）

宿
上
区　
　
　
（
山
武
地
域
）

椎
崎
新
田
区　
（
山
武
地
域
）

中
金
ヶ
谷
区　
（
山
武
地
域
）

東
城
府
区　
　
（
山
武
地
域
）

山
支
区　
　
　
（
山
武
地
域
）

西
本
郷
区　
　
（
山
武
地
域
）

東
本
郷
区　
　
（
山
武
地
域
）

武
勝
区　
　
　
（
山
武
地
域
）

戸
田
バ
ー
ド
タ
ウ
ン
自
治
会（
山
武
地
域
）

上
谷
区　
　
　
（
蓮
沼
地
域
）

西
殿
下
区　
　
（
蓮
沼
地
域
）

南
殿
下
区　
　
（
蓮
沼
地
域
）

北
殿
下
区　
　
（
蓮
沼
地
域
）

南
浜
北
区　
　
（
蓮
沼
地
域
）

谷
津
区　
　
　
（
松
尾
地
域
）

小
川
区　
　
　
（
松
尾
地
域
）

上
大
蔵
区　
　
（
松
尾
地
域
）

琴
平
区　
　
　
（
松
尾
地
域
）

八
重
田
区　
　
（
松
尾
地
域
）

猿
尾
区　
　
　
（
松
尾
地
域
）

五
反
田
区　
　
（
松
尾
地
域
）

寿
町
区　
　
　
（
松
尾
地
域
）

下
之
郷
区　
　
（
松
尾
地
域
）

借
毛
本
郷
六
区
大
日
区（
松
尾
地
域
）

借
毛
本
郷
七
区（
松
尾
地
域
）

借
毛
本
郷
八
区（
松
尾
地
域
）

高
富
東
区　
　
（
松
尾
地
域
）

木
刀
区　
　
　
（
松
尾
地
域
）

野
中
区　
　
　
（
松
尾
地
域
）

中
里
区　
　
　
（
松
尾
地
域
）
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質
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
の
制
度
や
設

備
を
整
備
す
る
こ
と
。」と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

思
っ
て
い
た
制
度
と
大
体
は
同
じ
で
あ
る
。し

か
し
、実
際
、身
近
に
ど
ん
な「
社
会
福
祉
」が

あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

私
は
、山
武
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
検
索

し
て
み
た
。す
る
と
、山
武
市
の
高
齢
化
率
は

全
国
の
平
均
値
よ
り
も
高
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。し
か
も
、今
後
も
高
齢
者
の
割
合
は
増
加

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。そ
ん
な
中
で

も
特
に
気
に
か
か
っ
た
の
が
、一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
年
々
増
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。二
〇
二
二
年
現
在
、山
武
市
の
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
割
合
は
十
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト

で
、こ
れ
は
、六
十
五
才
以
上
の
方
の
う
ち
六

人
に
一
人
が
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。市
で
は
こ
の
様
な
方
々
へ
の

支
援
と
し
て
、緊
急
通
報
装
置
の
設
置
や
、救

急
キ
ッ
ト
の
配
付
を
行
っ
て
い
る
そ
う
だ
。一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
と
っ
て
、思
い
も
よ
ら

ぬ
事
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
で
も
こ
の

様
な
支
援
が
あ
れ
ば
と
て
も
助
か
る
だ
ろ
う

し
、別
々
に
暮
ら
し
て
い
る
家
族
も
安
心
で
き

る
と
思
う
。私
の
身
近
に
も
、私
の
知
ら
な
い

「
社
会
福
祉
」が
色
々
と
あ
る
の
だ
。

　

社
会
福
祉
に
つ
い
て
検
索
し
て
い
る
と
、

「
認
知
症
」と
い
う
言
葉
が
よ
く
出
て
く
る
。私

は「
認
知
症
」に
つ
い
て
も
検
索
し
て
み
た
。認

知
症
と
は
、「
認
知
機
能
が
低
下
し
、日
常
生
活

や
社
会
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
。」で
、認

知
症
の
人
は
年
々
増
加
し
て
い
る
そ
う
だ
。認

知
症
へ
の
支
援
は
幅
広
く
行
わ
れ
て
お
り
、介

護
の
悩
み
相
談
、予
防
の
お
手
伝
い
、ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
支
援
、地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
な
ど
で
あ
る
。

　

今
回
、初
め
て「
社
会
福
祉
」に
つ
い
て
検
索

◆
優
秀
賞

私
の
家
族
　
　

�
南
郷
小
５
年　
　

金
井　

心
那

❖❖  

標
語
の
部

標
語
の
部

◆
最
優
秀
賞

マ
ス
ク
ご
し
　
笑
顔
伝
わ
る
　
町
づ
く
り

成
東
小
５
年　
　

兼
子　

莉
玖

◆
優
秀
賞

み
ま
も
り
に
　
あ
い
さ
つ
た
し
て
　
さ
く
え
が
お

�

鳴
浜
小
６
年　
　

富
浜　

直
哉

助
け
合
い
　
犯
罪
ゼ
ロ
の
　
町
づ
く
り

�

山
武
北
小
６
年　

三
原　
　

翔

❖❖  

ポ
ス
タ
ー
の
部

ポ
ス
タ
ー
の
部

◆
最
優
秀
賞

緑
海
小
６
年

　

浅
利　

栄
美

◆
優
秀
賞

し
て
み
て
、一
言
で「
社
会
福
祉
」と
言
っ
て

も
、と
て
も
た
く
さ
ん
の
事
が
関
係
し
て
お

り
、奥
深
い
と
い
う
事
が
分
か
っ
た
。ま
た
、高

齢
者
に
つ
い
て
も
色
々
と
発
見
が
あ
っ
た
。将

来
、祖
父
や
祖
母
、父
、母
、そ
し
て
私
自
身
も
、

い
ず
れ
高
齢
者
に
な
っ
て
い
く
。そ
の
時
に
、

色
々
な
状
況
で
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
事
を
覚
え
て
お
き
た
い
。私
は
三
姉

妹
な
の
で
、も
し
万
が
一
、家
族
の
誰
か
に
介

護
や
支
援
が
必
要
と
な
っ
た
時
に
は
、三
姉
妹

で
協
力
を
し
、家
族
が
よ
り
よ
い
生
活
を
送
れ

る
よ
う「
社
会
福
祉
」を
上
手
に
活
用
し
て
い

き
た
い
。そ
の
た
め
に
も
、少
し
ず
つ
だ
け
れ

ど
、こ
れ
か
ら
も
検
索
を
続
け
て
い
こ
う
と
思

う
。

受
賞

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

第
72
回
千
葉
県
社
会
福
祉
大
会

　
（
令
和
４
年
11
月
９
日
開
催
）

◆
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
◆

《
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
役
職
員
功
労
》

　

小
川　

憲
治（
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

髙
倉　

幸
子（
障
害
者
支
援
施
設
光
洋
苑
）

　

秋
原　

礼
子（
青
松
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

　

中
村　

綾
子（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
北
総
長
寿
苑
）

　

徳
永　

浩
美（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
北
総
長
寿
苑
）

　

池
田
美
智
子（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
北
総
長
寿
苑
）

　

佐
藤　

高
央（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
北
総
長
寿
苑
）

　

飯
田　

栄
子（
日
向
保
育
園
）

◆
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
◆

《
各
種
社
会
福
祉
基
金
等
寄
付
者
》

　

三
水
鐵
工
株
式
会
社
（
松
尾
地
域
）

◆
千
葉
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
状
◆

《
共
同
募
金
優
良
地
区
・
団
体
》

　

大
椎
崎
区
（
山
武
地
域
）

　

古
谷
１
区
（
山
武
地
域
）

　

北
殿
下
区
（
蓮
沼
地
域
）

　

西
殿
下
区
（
蓮
沼
地
域
）

◆
千
葉
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状
◆

《
共
同
募
金
優
良
地
区
・
団
体
》

　

実
門
区　
（
山
武
地
域
）

　

中
里
区　
（
松
尾
地
域
）

成東小 ５年
堀井　彩夏

南郷小 ５年
小川　紗奈
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　朝7時を過ぎると松尾駅周辺の道路には、人通りが増え車の往来も激しくなります。
そんな中松尾小学校の通学路に立ち長年交通誘導の旗を振り続けている鎌倉仕さんと八角武二
さんのお二人をご紹介します。
　鎌倉仕さんが小学校の正門前に立ち通学路の見守りを始めたきっかけは退職後の日課となって
いた散歩の途中小学校の前を、スピードを出して走る車を度々目撃し、児童の身に危険を感じ
たからでした。それから１４年！　現在も学校が休みの日以外は午前と午後の2回、毎日続けてい
るのです。

　八角武二さんは、お孫さんの送迎をきっかけに松尾駅前から少し離れた交差点で登校する児
童の交通整理を始めました。田越から現場までは同じ地域に住む児童達と一緒に歩いて来ます。
　そしてそこを通るすべての児童の横断を見届けた後、小学校の正門近くまで見送ります。
　始めてから１０年が経ちました。
　お二人共今では、社会人となったかつての児童や顔見知りとなった方から、声を掛けられる事
が嬉しく励みになっているそうです。

　コロナ禍により人の繋がりはますます希薄となり孤立感の深
まる昨今、「地域の子供達や皆さんとの繋がりが嬉しい。繋が
りがない人生は寂しいと思う。」と言う鎌倉さんの言葉は心に
残りました。
　このような温かな思いは、お二人に守られて登下校している
子供たちにも届いていることでしょう。
　鎌倉仕さん八角武二さん有難うございます。

� 広報委員　小梛としえ

地
域
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
へ
新
鮮
野
菜
を

お
届
け
す
る
喜
び

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 紹 介

児童の登下校を見守り続けて

松尾地区松尾地区
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「
え
え
っ
ー
そ
ん
な
の
や
っ
た
事

が
な
い
よ
。」

　

体
育
館
に
子
供
達
の
大
き
な
声
が

響
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
26
日
、
南
郷
地
区
社
協

は
福
祉
推
進
員
の
皆
さ
ん
が
昔
あ
そ

び
の
先
生
に
な
り
南
郷
小
１
・
２
年

生
児
童
と
昔
あ
そ
び
交
流
事
業
を
行

い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
思
う

よ
う
に
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
手
の
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に
注
意
し
な

が
ら
３
年
ぶ
り
に
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

子
供
達
は
羽
子
板
や
こ
ま
回
し
で

元
気
に
体
を
動
か
し
、
ま
た
お
手
玉
、

あ
や
と
り
、
折
紙
な
ど
は
、
じ
っ
と

座
っ
て
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

福
祉
推
進
員
の
皆
さ
ん
も
若
い
頃

を
思
い
出
し
な
が
ら
子
供
達
と
一
緒

に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
感
染
の
心
配
は

つ
き
ま
せ
ん
が
、
徐
々
に
子
供
達
と

の
交
流
の
場
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

南
郷
地
区
社
会
福
祉
協
議
会　

�

会
長　

布
留
川　

芳
子

南郷小児童と昔あそび交流 成東地域

山武地域今日も元気に“バーベQ”！　美杉野４丁目自治会
　

立
冬
も
近
い

秋
晴
れ
の
日
曜

日
、
恒
例
の
バ

ー
ベ
Ｑ
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
が
、

畑
か
ら
掘
り
あ

げ
た
サ
ツ
マ
イ

モ
と
、
も
ら
い
受
け
た
野
菜
や
大
量

に
仕
込
ん
だ
肉
な
ど
の
食
材
で
、
お

腹
い
っ
ぱ
い
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

60
名
程
の
参

加
者
が
あ
り
、

準
備
も
大
変

で
し
た
が
、

こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
、

日
頃
、
交
流

の
少
な
い
会

員
同
士
の
情
報
交
換
や
新
た
に
入
居

し
た
住
民
の
紹
介
も
行
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
滑
り
台
の
披
露

や
地
域
内
の
除
草
作
業
も
行
い
ま
し

た
。

　

美
杉
野
４
丁
目
は
さ
ん
ぶ
の
森
公

園
か
ら
徒
歩
で
５
分
程
度
の
所
に
あ

る
、
造
成
後
13
～
14
年
程
の
新
し
い

町
で
す
。
移
住
者
が
多
く
、
家
庭
菜

園
付
き
や
ロ
グ
ハ
ウ
ス
風
の
家
な
ど

個
性
的
な
建
物
が
多
く
、
年
末
に
は

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
飾
ら
れ

幻
想
的
な
町
並
み
に
な
り
ま
す
。
戸

数
は
50
戸
程
で
、
大
半
は
自
治
会
に

加
入
し
、
近
年
は
若
年
代
の
家
族
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

活
性
化
の
た
め
に
と
、
食
材
の
会

員
一
括
購
入
や
ラ
イ
ン
利
用
に
よ
る

連
絡
や
伝
言
で
役
員
の
負
担
の
軽
減

を
図
る
と
共
に
、
会
員
個
々
の
更
な

る
メ
リ
ッ
ト
拡
大
を
模
索
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
山
武
市
地
域
ま
ち
づ
く

り
事
業
の
補
助
も
得
て
、
域
内
の
美

化
活
動
や
組
織
作
り
活
動
も
定
期
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
空
き

家
を
借
り
、
講
習
会
の
他
、
地
域
外

者
で
も
気
軽
に
交
流
で
き
た
り
、
健

康
麻
雀
な
ど
も
で
き
る
施
設
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
高
齢
者
が

家
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
人
と
交
流

す
る
こ
と
。
外
に
出
れ
ば
誰
か

と
話
す
こ
と
が
出
来
る
町
作
り
。

そ
れ
が
健
康
の
維
持
や
促
進
に

繋
が
り
ま
す
。
そ
ん
な
町
作
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　
　美
杉
野
４
丁
目
自
治
会

�
�

代
表　

佐
野　

隆
雄
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除草作業

初滑り

さつまいもの収穫



　

大
平
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、「
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
備
え
て
準
備
し
て
お
く
と
安

心
で
す
よ
ね
」と
は
言
え
、『
防
災
グ

ッ
ズ
で
本
当
に
必
要
な
も
の
は
何
だ

ろ
う
？
』前
回
の
活
動
で
は
、「
電
池
」

「
ラ
ン
タ
ン
」「
水
」を
配
り
ま
し
た

が
、
今
回
は
限
り
あ
る
予
算
の
な
か

で
缶
詰
、
簡
易
式
お
か
ゆ
、
水
、
マ

ス
ク
な
ど
を
僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、

配
布
い
た
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

な
か
な
か
集
ま
れ
な
い
な
か
、
福
祉

推
進
員
会
議
も
合
わ
せ
て
行
い
令
和

４
年
度
の
残
り
の
活
動
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

品
物
を
お
配
り
し
た
75
歳
以
上
の

お
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
々

に
は「
い
つ
も
気
に
か
け
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
」の
一
言
を
明
る

い
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
福
祉
推

進
員
一
同
安
心
い
た
し
ま
し
た
。
最

後
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
一
日
も
早

く
収
束
す
る
よ
う
期
待
し
な
が
ら
、

協
力
い
た
だ
い
た
福
祉
推
進
員
の
皆

様
に
は
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

大
平
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

�

　

井
部　

ミ
サ
ヲ

ひとり暮らし高齢者の見守り松尾地域

蓮沼地域
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地域のつながりを大切に
　

白
や
ピ
ン
ク
の
コ
ス
モ
ス
の
花
が

風
に
乗
っ
て
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と
揺
れ

て
い
ま
す
。

　

蓮
沼
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

今
ま
で
は
岡
地
区
、
浜
地
区
と
２
団

体
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

度
か
ら
１
団
体
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
活
動
も
制
限
さ

れ
、
例
年
行
っ
て
い
た
春
、

秋
の
日
帰
り
旅
行
や
敬
老
ふ

れ
あ
い
会
も
中
止
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
間
福
祉
推
進
員
の
人

達
に
よ
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
や
75
歳
以
上
の
高
齢

者
宅
の
見
守
り
と
し
て
6
月

に
は
マ
ス
ク
の
配
布
、
10
月

に
は
箱
入
り
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ

の
配
布
と
２
回
に
わ
た
っ
て

２
０
０
軒
の
安
否
確
認
を
行

い
大
変
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
努
力
も
あ
っ

て
コ
ロ
ナ
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
12
月
に
は
ク
リ
ス

マ
ス
会
を
開
催
し
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
み
ん
な
で
過
ご

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
も
叶
わ
ず
お
花

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
て
２
月

ご
ろ
に
は
日
帰
り
旅
行
な
ど
計
画
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

又
、
元
気
で
楽
し
い
日
々
が
す
ご

せ
る
こ
と
を
望
み
な
が
ら
み
な
さ
ん

と
の
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

蓮
沼
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地区社会福祉協議会 

福祉推進員会議

左から
「マスク１箱」
「カステラ缶詰２缶」
「ほたて粥２袋」
「水２ℓ　３本」

個人ごとに袋詰め作業中



安心して地域で暮らし続けるために、スマートフォンを活用してみませんか♪ 

いろんな情報を探してみたり、コミュニケーションの範囲を広げてみたり、 

お買い物も自宅でできるかも♪ こんな時代だからこそスマートフォンを使いましょう♬ 

 

成成東東老老人人福福祉祉セセンンタターー  
（（白白幡幡 11662277））  

１１月月 2255 日日（（水水））

２２月月  88  日日・・2222 日日（（水水））    

３３月月  88  日日・・2222 日日（（水水））  

 対対  象象  者者  ：：  山山武武市市ににおお住住いいのの方方でで、、ススママーートトフフォォンンをを持持参参ででききるる方方  
※ここれれかかららススママホホ購購入入ををごご希希望望のの方方はは、、松尾会場の講座にご参加ください。

スマートフォンの貸出しをいたします。

 おお申申込込みみ期期間間  ：：  令令和和５５年年  １１月月  １１３３日日（（金金））ままでで  
※先着順ではありません。申申込込者者多多数数のの場場合合はは、、抽抽選選しご連絡させていただきます。

おお申申込込みみ先先  ：：  山山武武市市社社会会福福祉祉協協議議会会  電電話話  00447755--8822--77110022  FFAAXX  00447755--8822--77331188  

1100::0000  
～～1122::0000  

ささんんぶぶのの森森交交流流ｾｾﾝﾝﾀﾀｰー  
ああららららぎぎ館館（（埴埴谷谷 11888844--11））  

１１月月 1188 日日（（水水））

２２月月  11  日日・・1155 日日（（水水））    

３３月月  11  日日・・1155 日日（（水水））  

1100::0000  
～～1122::0000  

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆﾃﾃｨｨｶｶﾌﾌｪｪ
ささろろんんととーーええむむ（（蓮蓮沼沼イイ 336611--11））  

１１月月 2288 日日（（土土））

２２月月 1111 日日・・2255 日日（（土土））    

３３月月 1111 日日・・2255 日日（（土土））  

1122::3300  
～～1144::3300  

農農村村環環境境改改善善ｾｾﾝﾝﾀﾀｰー  
松松尾尾ふふれれああいい館館（（松松尾尾 4477--33））  

１１月月 3311 日日（（火火））

２２月月  77  日日・・2211 日日（（火火））    

３３月月  77  日日・・1144 日日（（火火））  

1100::0000  
～～1122::0000  

ははななままるるササロロンンささんんむむいいききいいききわわくくわわくく教教室室

《蓮沼支部地域》 

１１月月 1122 日日（（木木））  
99：：3300～～1122：：3300

蓮蓮沼沼交交流流セセンンタターー  

理学療法士さんの 
講義と運動・レク等 

《成東支部地域》 

３３月月  ７７日日（（火火））  
99：：3300～～1122：：3300  
のの ぎぎ くく ププ ララ ザザ  

作業療法士さんの 
脳の診断・レク等  

《蓮沼地域》※成東支部は４月予定

２２月月  １１００日日（（金金））  1100：：0000～～1122：：0000  
蓮蓮沼沼交交流流セセンンタターー    
やってみたいことや心配なことを 
お気軽にご相談ください。 
お薬や補聴器のことについても 
ご相談できます(^^♪ 
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第15回チャリティゴルフコンペの開催第15回チャリティゴルフコンペの開催
　10月27日（木）ラフォーレ＆松尾ゴルフ倶楽部を会場
にチャリティゴルフコンペを３年ぶりに開催すること
ができました。チャリティとしてご寄付いただきました
金額は、福祉車両の購入に活用させていただきます。

●大会結果（敬称略）
参加者　102名　
優　勝　海保　　桂　　
準優勝　鈴木　謙治　　
第３位　椎名　　勉

●協賛企業（順不同、敬称略）
梅一輪酒造株式会社　
大髙醤油株式会社　
合資会社寒菊銘醸　
二木ゴルフ東金店　
株式会社八起産業　
花の友株式会社　
守屋酒造株式会社　
有限会社津留八　
伊藤製粉製麺株式会社
ラフォーレ＆松尾ゴルフ倶楽部
　　ご協賛いただきありがとうございました。

●寄付総額　140,985円

第９回チャリティ第９回チャリティ
　グラウンドゴルフ大会　グラウンドゴルフ大会
　10月20日（木）チャリティグラウンドゴルフ大
会を成東総合運動公園にて開催しました。当
日は和気あいあいの中、楽しく競技すること
ができ、盛況のうちに終了しました。

●大会結果（敬称略）
参加者　137名　　
優　勝　斉藤　剛　
準優勝　倉田　明　
第３位　秋葉秀夫

●協賛企業（敬称略）
株式会社八起産業　　
� ご協賛いただきありがとうございました。

●寄付総額　45,802円

№№２２  地地域域福福祉祉推推進進係係編編！！  

SDGｓの考え方は、“地域福祉”の推進と重なります。日常生活の身近な問題に 
⼀⼈ひとりが目を向け、地域の⼒として活躍してほしいのです〜♬ 

  
 
 
 
  
                                               
  

 
 
 
 

本年もよろしくお願いします♪ 山武市社協 SDGｓ推進隊長の「さんむくん」です。 

今回は地域のみなさんと一緒に福祉活動をすすめる『地域福祉推進係』の活動を紹介します。 

地域福祉推進係のいろんな活動を SDGs な取組みをふまえて紹介しますね！ 
  

そそのの 11 誰誰ももがが、、気気軽軽にに相相談談ででききるる相相談談窓窓口口をを開開設設ししてていいまますす  

・気軽に相談できる心配ごと相談や法律相談、各事務所の窓口などで相談を受付け、解決に向け 

サービスの提供や、関係機関との調整をしています 
 

そそのの 22 誰誰ももがが、、安安心心ししてて暮暮ららしし続続けけるるここととががででききるる地地域域づづくくりりををすすすすめめてていいまますす 

・１３の概ね小学校区を活動範囲とする地区社会福祉協議会を始め、地域の福祉活動を行う団体や 

様々な職種の方々と連携し、互いに助け合い、支え合いながら暮らす地域づくりを進めています 
 

そそのの 33 誰誰ももがが、、そそのの人人ららししくく生生活活ででききるるここととをを応応援援ししてていいまますす 

・ゴールドクラブ連合会、身体障害者福祉会、手をつなぐ親の会など福祉関係団体の事務局として 

  当事者の活動を支援しています。 
 

そそのの４４ 誰誰ももがが、、こここころろとと体体のの健健康康づづくくりりををすすすすめめらられれるるよようう応応援援ししてていいまますす 

・心も身体も健康でいられるように、身近な地域で集いコミュニケーションがとれる居場所づくり 

  を応援しています。 
 

  

 
 

 

 

＝ ＝ ＝   ＝ ＝ ＝ 
社会福祉協議会では、老後の家計の見直し・財産や相続の問題に 

ついて相談を受け付けています。 

未来の不安を解消するため、今のうちに相談してみませんか︖ 

ままずずはは、、おお電電話話ででごご連連絡絡くくだだささいい！！  ００４４７７５５－－８８２２－－７７１１００２２  

＝＝＝ ＝＝＝ 

№№２２  地地域域福福祉祉推推進進係係編編！！  

SDGｓの考え方は、“地域福祉”の推進と重なります。日常生活の身近な問題に 
⼀⼈ひとりが目を向け、地域の⼒として活躍してほしいのです〜♬ 

  
 
 
 
  
                                               
  

 
 
 
 

本年もよろしくお願いします♪ 山武市社協 SDGｓ推進隊長の「さんむくん」です。 

今回は地域のみなさんと一緒に福祉活動をすすめる『地域福祉推進係』の活動を紹介します。 

地域福祉推進係のいろんな活動を SDGs な取組みをふまえて紹介しますね！ 
  

そそのの 11 誰誰ももがが、、気気軽軽にに相相談談ででききるる相相談談窓窓口口をを開開設設ししてていいまますす  

・気軽に相談できる心配ごと相談や法律相談、各事務所の窓口などで相談を受付け、解決に向け 

サービスの提供や、関係機関との調整をしています 
 

そそのの 22 誰誰ももがが、、安安心心ししてて暮暮ららしし続続けけるるここととががででききるる地地域域づづくくりりををすすすすめめてていいまますす 

・１３の概ね小学校区を活動範囲とする地区社会福祉協議会を始め、地域の福祉活動を行う団体や 

様々な職種の方々と連携し、互いに助け合い、支え合いながら暮らす地域づくりを進めています 
 

そそのの 33 誰誰ももがが、、そそのの人人ららししくく生生活活ででききるるここととをを応応援援ししてていいまますす 

・ゴールドクラブ連合会、身体障害者福祉会、手をつなぐ親の会など福祉関係団体の事務局として 

  当事者の活動を支援しています。 
 

そそのの４４ 誰誰ももがが、、こここころろとと体体のの健健康康づづくくりりををすすすすめめらられれるるよようう応応援援ししてていいまますす 

・心も身体も健康でいられるように、身近な地域で集いコミュニケーションがとれる居場所づくり 

  を応援しています。 
 

  

 
 

 

 

＝ ＝ ＝   ＝ ＝ ＝ 
社会福祉協議会では、老後の家計の見直し・財産や相続の問題に 

ついて相談を受け付けています。 

未来の不安を解消するため、今のうちに相談してみませんか︖ 

ままずずはは、、おお電電話話ででごご連連絡絡くくだだささいい！！  ００４４７７５５－－８８２２－－７７１１００２２  

＝＝＝ ＝＝＝ 

№№２２  地地域域福福祉祉推推進進係係編編！！  

SDGｓの考え方は、“地域福祉”の推進と重なります。日常生活の身近な問題に 
⼀⼈ひとりが目を向け、地域の⼒として活躍してほしいのです〜♬ 

  
 
 
 

  
                                               
  

 
 
 
 

本年もよろしくお願いします♪ 山武市社協 SDGｓ推進隊長の「さんむくん」です。 

今回は地域のみなさんと一緒に福祉活動をすすめる『地域福祉推進係』の活動を紹介します。 

地域福祉推進係のいろんな活動を SDGs な取組みをふまえて紹介しますね！ 
  

そそのの 11 誰誰ももがが、、気気軽軽にに相相談談ででききるる相相談談窓窓口口をを開開設設ししてていいまますす  

・気軽に相談できる心配ごと相談や法律相談、各事務所の窓口などで相談を受付け、解決に向け 

サービスの提供や、関係機関との調整をしています 
 

そそのの 22 誰誰ももがが、、安安心心ししてて暮暮ららしし続続けけるるここととががででききるる地地域域づづくくりりををすすすすめめてていいまますす 

・１３の概ね小学校区を活動範囲とする地区社会福祉協議会を始め、地域の福祉活動を行う団体や 

様々な職種の方々と連携し、互いに助け合い、支え合いながら暮らす地域づくりを進めています 
 

そそのの 33 誰誰ももがが、、そそのの人人ららししくく生生活活ででききるるここととをを応応援援ししてていいまますす 

・ゴールドクラブ連合会、身体障害者福祉会、手をつなぐ親の会など福祉関係団体の事務局として 

  当事者の活動を支援しています。 
 

そそのの４４ 誰誰ももがが、、こここころろとと体体のの健健康康づづくくりりををすすすすめめらられれるるよようう応応援援ししてていいまますす 

・心も身体も健康でいられるように、身近な地域で集いコミュニケーションがとれる居場所づくり 

  を応援しています。 
 

  

 
 

 

 

＝ ＝ ＝   ＝ ＝ ＝ 
社会福祉協議会では、老後の家計の見直し・財産や相続の問題に 

ついて相談を受け付けています。 

未来の不安を解消するため、今のうちに相談してみませんか︖ 

ままずずはは、、おお電電話話ででごご連連絡絡くくだだささいい！！  ００４４７７５５－－８８２２－－７７１１００２２  

＝＝＝ ＝＝＝ 

SDGsの考え方は、“地域福祉”
の推進と重なります。日常生活
の身近な問題に一人ひとりが目
を向け、地域の力として活躍し
てほしいのです～♬

　本年もよろしくお願いします♪　山武市社協SDGｓ推進隊長の「さんむくん」です。
今回は地域のみなさんと一緒に福祉活動をすすめる『地域福祉推進係』の活動を紹介します。
地域福祉推進係のいろんな活動をSDGsな取組みをふまえて紹介しますね！

その1　誰もが、気軽に相談できる相談窓口を開設しています
・気軽に相談できる心配ごと相談や法律相談、各事務所の窓口などで相談を受付け、解決に向けサービスの提
供や、関係機関との調整をしています

その2　誰もが、安心して暮らし続けることができる地域づくりをすすめています
・概ね小学校区を活動範囲とする１３地区社会福祉協議会を始め、地域の福祉活動を行う団体や様々な職種の
方々と連携し、互いに助け合い、支え合いながら暮らす地域づくりを進めています。

その3　誰もが、その人らしく生活できることを応援しています
・ゴールドクラブ連合会、身体障害者福祉会、手をつなぐ親の会など福祉関係団体の事務局として当事者の活
動を支援しています。

その４　誰もが、こころと体の健康づくりをすすめられるよう応援しています
・心も身体も健康でいられるように、身近な地域で集いコミュニケーションがとれる居場所づくりを応援して
います。
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こんにちは！山武市手をつなぐ親の会です。こんにちは！山武市手をつなぐ親の会です。
　私たちは、 この地域で障がいがある家族と共に歩む団体です。　私たちは、 この地域で障がいがある家族と共に歩む団体です。
　日頃より、 障がい者福祉啓発活動にご理解ご協力いただきありがとう　日頃より、 障がい者福祉啓発活動にご理解ご協力いただきありがとう
ございます。ございます。
　障がいがある子をもつ親なら誰にでもある　障がいがある子をもつ親なら誰にでもある
‘うちの子だけかも？’ という悩みを毎月１回‘うちの子だけかも？’ という悩みを毎月１回
開催している定例会でのおしゃべりで少し開催している定例会でのおしゃべりで少し
軽くしてみませんか。軽くしてみませんか。
　定例会を終える頃には‘うちの子だけじゃ　定例会を終える頃には‘うちの子だけじゃ
ないんだ’と心強く感じることがたくさんありないんだ’と心強く感じることがたくさんあり
ます。 活動に関心のある方は、 是非ご参ます。 活動に関心のある方は、 是非ご参
加ください。 心よりお待ちしております。加ください。 心よりお待ちしております。

◇年間の活動◇◇年間の活動◇
　　定例会、 勉強会 （福祉サービスなど）、定例会、 勉強会 （福祉サービスなど）、
　障がい者施設見学、 クリスマス会など　障がい者施設見学、 クリスマス会など

　＊毎回楽しく活動しています＊　＊毎回楽しく活動しています＊
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【自主製品】

①PPバンドかご
②オリジナル缶バッチ
③紙パックリサイクル椅子
④手作りジャム　　等

  ここんんににちちはは!!!!山山武武福福祉祉作作業業所所でですす!!!!
(山武福祉作業所は障がいのある方が、作業訓練等の活動を行う福祉施設です。）

市内には、他にも福祉作業所があり、独自
の活動をしています。ご関心のある方は、
ぜひお立ち寄りください。

成東福祉作業所  ☏　0475（８２）７６３９

松尾福祉作業所  ☏　0479（８６）７２５０

　山武福祉作業所では、現在、11名の方が毎日がんば
って活動しています。

地元の業者さんから請けている作業（内職仕事等）、 
PPバンドを使ったカゴ製品やオリジナル缶バッチ、飲
料紙パックを使ったリサイクル椅子などを製作する作
業など、多種多様な作業訓練を実施しています。

作業所でいっしょに活動してみたい、利用してみた
いとお考えの方や、利用をご検討されているご家族の
皆様、いつでも見学できますので、お気軽にお問い合
わせください。

山武福祉作業所 スタッフ一同

※作業所への作業依頼や工芸品・商品についての
お問い合わせは、下記までお願いいたします。

内職作業の1コマです。

℡　０４７５（８９）５１８８℡　０４７５（８９）５１８８

運動会楽しかったね運動会楽しかったね

サンタさん 次はぼくの番かな？サンタさん 次はぼくの番かな？

みんなで一致団結 !!ふくし祭りみんなで一致団結 !!ふくし祭り

サンタさん プレゼントありがとうサンタさん プレゼントありがとう

問い合わせ先

山武市社会福祉協議会

☎０４７５－８２－７１０２



～
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ

            　
　

連
合
会
会
長
表
彰
～
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16
日
（
水
）
第
17
回
山
武
市
社
会
福
祉
大
会
が
成

東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

そ
の
席
上
で
当
連
合
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次

の
皆
様
や
単
位
ク
ラ
ブ
が
「
活
動
功
労
者
」「
優
良
ク
ラ

ブ
」「
感
謝
状
」
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
永
年
に
わ
た
り
、

組
織
の
育
成
指
導
と
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
き

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

活
動
功
労
者
（
５
名　

敬
称
略
）

成
東
支
部　
　

宮
野　

一
郎（
下
町
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

成
東
東
支
部　

大
木　

菊
美（
小
泉
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

成
東
東
支
部　

大
木　

文
子（
小
泉
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

松
尾
支
部　
　

杉
岡　

一
郎（
琴
平
長
寿
会
）

蓮
沼
支
部　
　

川
島　

房
枝（
川
下
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

優
良
ク
ラ
ブ（
１
ク
ラ
ブ　

敬
称
略
）

成
東
支
部　
　

愛
宕
台
睦
会（
会
長
：
尾
張　

一
夫
）

感
謝
状（
６
名　

敬
称
略
）

成
東
支
部　
　

川
崎　
　

勇（
愛
宕
台
睦
会
）

山
武
支
部　
　

木
内　

秀
雄（
上
戸
田
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

山
武
支
部　
　

鎮
目　
　

優（
北
横
田
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

山
武
支
部　
　

小
泉
富
士
夫（
シ
ニ
ア
友
の
会
）

山
武
支
部　
　

渡
邉　

知
郎（
横
田
親
和
会
）

山
武
支
部　
　

秋
吉　

勝
則（
さ
ん
む
白
玉
ク
ラ
ブ
）

　山武市ボランティア・市民活動センターにボランティ
ア登録している「人形劇すぎのこ」さんの長年に渡る社
会奉仕活動の功績が認められ、令和4年秋の褒章で「緑
綬褒章」を受章されました。11月8日に、千葉県庁舎で
伝達式が行われ、市社会福祉協議会小川会長と市長に受
章の報告を行いました。
　「人形劇すぎのこ」さんは、昭和61年4月1日に旧山武
町教育委員会主催の人形劇講座を修了したメンバーで結
成され、人形劇をはじめ、読み聞かせや東日本大震災復
興支援公演を開催し、集まった支援金を寄付するなど、
現在に至るまで長きに渡り活動を続けられています。山
武市では多くの子ども達が「人形劇すぎのこ」さんの人
形劇や読み聞かせの場を経験したことがあるのではない
でしょうか。「人形劇すぎのこ」さんのますますのご活
躍をお祈りもうしあげます。

おめでとうございました。

人形劇　すぎのこ  「緑綬褒章」受章

2023年新年号11



～令和４年９月21日から４年12月15日までの受付分～（順不同・敬称略）
◆お金のご寄付（含む１円玉募金）◆
山武郡市手をつなぐ親の会��������500,000円
かぞく亭　（荒澤幸雄）�����������5,000円
シルバー東條�������������� 50,000円
本所窓口募金箱��������������2,388円
第15回チャリティゴルフコンペ実行委員会�140,985円
第9回チャリティグラウンドゴルフ大会実行委員会�� 45,802円
森政子������������������9,852円
匿名�������������������4,806円
匿名������������������ 50,000円
匿名�������������������1,029円
匿名�������������������2,336円
匿名�������������������1,107円
匿名������������������ 10,000円
◆物品のご寄付◆
農事組合法人さんぶ野菜ネットワーク��野菜300ｋｇ、乾麺等
原横地地区自主防災会������������ 保存食
小川勝彦������������������米60ｋｇ
（有）焼肉あらい�������������� 生地、綿
特定非営利活動法人コミュニティケア街ねっと八街センター�� 野菜130ｋｇ
金城雅夫� ������������� ルームウェア

匿名�������������������新米30ｋｇ
匿名��������������������米30ｋｇ
匿名����������������������服
匿名���������� ゼリ―１箱、のり7袋、茶漬5箱
匿名������������� そうめん１箱、そば１箱
匿名��������������� レトルトカレー５袋
匿名���������������������食品
匿名������������������� 布団3枚
匿名������������������� 洗剤5個
匿名��������������������食料品
匿名��������������������� 米10ｋｇ
匿名������������������� 洗剤、タオル
匿名���������������������� 下着
◆資源リサイクル等へのご協力◆
戸井隆子�����������������古切手
健雀会�����������ペットボトルキャップ
匿名������������ペットボトルキャップ
匿名������������������アルミ缶
そのほか多数の方々にご協力をいただいています。

（社会福祉協議会へのご寄付）

●●●●●●●●●●●心 配 ご と 相 談 所 開 設 日 程
一般相談 法律相談「心の中の心配ごと」何でも相談してください。
●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約は必要ありません。受付は午後4時までです。）

場所
実施月

第1火曜日 第2火曜日 第3火曜日 第4火曜日
山武会場 成東会場 松尾会場 山武会場 蓮沼会場

1月 休み   10日 17日 24日
2月 7日   14日 21日 28日
3月 7日   14日 21日 28日

●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約が必要です。相談は1回20分までです。）

場所
実施月

第1水曜日 第2水曜日 第3水曜日 第4水曜日
蓮沼会場 山武会場 成東会場 松尾会場

1月 4日 11日 18日 25日
2月 1日 8日 15日 22日
3月 1日 8日 15日 22日

法律的な悩みは、こちらで相談してください。

開設場所

編
集
発
行

社会福祉法人  山武市社会福祉協議会
〒289-1306  山武市白幡1627（成東老人福祉センター内）
電話 ： 0475-82-7102　FAX ： 0475-82-7318
Eメール ： sammushakyo@etude.ocn.ne.jp
ホームページアドレス ： http://sammushakyo.sakura.ne.jp

人
口
動
向

市の人口

男
女

４９,１８５人
２４,９２３人
２４,２６２人

男
女

１８,０５０人
８,３４２人
９,７０８人

65歳以上

令和４年12月1日現在

高齢化率

（前回より0.1％増）
36.7％

成東会場 : 成東老人福祉センター（白幡1627）　松尾会場 : 松尾IT保健福祉センター（松尾町五反田3012）
山武会場 : 山武福祉センター（埴谷1868-14）　 蓮沼会場 : 蓮沼出張所（蓮沼ハ233）

予約・問合せ先 山武市社会福祉協議会　☎０４７５－８２－７１０２

【お詫びと訂正】広報誌「きずな」66号（４年秋号）の記
事掲載に誤りがありました
・４ページ「成東地域」のご氏名
　　　　(正)　金子　謙吉氏　　　(誤)　金子　鎌吉氏
・４ページ「山武地域」のご氏名
　　　　(正)　高柳　正彦氏　　　(誤)　高柳　雅彦氏
　市民の皆さま並び関係者各位にご迷惑をお掛けしました
ことをお詫びするとともに、ここに訂正させていただきます。

　コロナと葛藤して３年、制限された生活
が続いていましたが、最近になり行動制限
も無くなり海外からの人達が「ドッ」っと
増え、日本の観光を楽しんでいます。しか
しながら、今年の冬はインフルエンザとダ

ブルで流行すると云われています。これか
らも今まで以上に体調管理に気を付け、マ
スク・手洗い、消毒等小まめに自分なりの
工夫対策をしましょう。
� 古川　　光

PET CAP 回収運動実施中！
～ペットキャップで世界のこどもにワクチンを届けよう～

令和4年6月15日～9月15日回収分
集まった個数 32,680個
重　　　　量 76.0Kg

ポリオワクチン7.6人分
になりました

★現在までの総計★
362,920個ワクチン84.4人分

　回収したペットキャップは、アルファ・ジャパン様（PETC
AP運動）を通じて世界のこどもにワクチンを日本委員会
（JCV）へ寄付されます。����～ご協力ありがとうございます～


